
問３－１ 大きな病院と診療所（開業医）の役割分担について

役割分担について知っている人は約55％
○

※平成28年県民生活基本調査結果

　あなたは、大きな病院と診療所（開業医）の役割分担について知っていますか

　大きな病院と診療所（開業医）の役割分担について知っている人の割合は55.4％となっ
ている。
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（１）広域振興圏別

（２）男女別

（３）年代別

〈参考〉居住地（広域振興圏）別、男女別、年代別集計結果
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問３－２ 地球温暖化防止への対応について

地球温暖化防止のための行動に努めている人は8割強

○

※平成28年県民生活基本調査結果

○

１

２

４

３

　あなたは、地球温暖化防止のため、普段どのような行動に努めていますか

　地球温暖化防止のための行動に努めている人の割合は、各調査項目の平均で81.3％と
なっている。

　行動の内容は、「食事は残さず食べるなど生ごみを減らす」が93.2％と最も多く、次い
で「不要なときはテレビや照明などのスイッチを切る」の93.0％、「詰め替え用洗剤や古
紙を再利用した紙製品など環境に配慮した商品を利用する」の90.3％などとなっている。

食事は残さず食べるなど生ごみを減らす

不要なときはテレビや照明などのスイッチ
を切る

詰め替え用洗剤や古紙を再利用した紙製
品など環境に配慮した商品を利用する

火力調整を行うなど省エネを心がけて調
理する

洗顔や食器洗いのときに水を流したまま
にしない

外出はできるだけ自動車の利用を控え、
自転車や公共交通機関を利用する

８

５

６ 冷暖房時の室温は適切な温度に設定して
いる（冷房時28℃以上、暖房時20℃以下）

７ 自動車を運転するときに、少しゆるやかな
発進や、加減速の少ない運転など燃費向
上を心がけている
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（１）広域振興圏別

（２）男女別

（３）年代別

〈参考〉居住地（広域振興圏）別、男女別、年代別集計結果
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問３－３ ごみの減量化への対応について

ごみの減量化に努めている人は約75％

○

※平成28年県民生活基本調査結果

○

１

２

３

５

７

８

　あなたは、ごみの減量化などのため、普段どのような行動に努めていますか

　ごみの減量化に努めている人の割合は、各調査項目の平均で75.3％となっている。

　行動の内容は、「リサイクルやごみの分別収集に協力している（例えば、古紙、ビン、
カン、牛乳パック、発泡トレイ、ペットボトル）」が92.5％と最も多く、次いで「リター
ナブル容器(繰り返し使用される容器）や詰め替え商品を利用している」の86.9％、「過
剰な包装を断ったり、簡易な包装の商品を選んでいる」の79.5％などとなっている。

リサイクルやごみの分別収集に協力して
いる（例えば、古紙、ビン、カン、牛乳パッ
ク、発泡トレイ、ペットボトル）

過剰な包装を断ったり、簡易な包装の商
品を選んでいる

リターナブル容器(繰り返し使用される容
器）や詰め替え商品を利用している

使い捨て商品の購入を控えている

コンポストなどにより生ごみを再資源化し
たり、水切りネットを使用して、生ごみの量
を減らしている

リサイクルショップを利用している

４

６買い物のときは買い物袋（マイバッグ）を
持参し、レジ袋は辞退している

再生品（リサイクル商品）を積極的に購入
している
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（１）広域振興圏別

（２）男女別

（３）年代別

〈参考〉居住地（広域振興圏）別、男女別、年代別集計結果
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